
　

雇
用
と
所
得
を
取
り
巻
く
環
境

　

総
務
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
七
月
の
全
国
の
完
全
失

･

業
率
（
季
節
調
整
値
）
は
四 
九
％
、
完
全
失
業
者
数

は
三
百
十
九
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
省

か
ら
発
表
さ
れ
た
全
国
の
七
月
の
有
効
求
人
倍
率

･

（
パ
ー
ト
を
含
む
、
季
節
調
整
値
）
も
○ 
四
六
倍
と

三
ケ
月
過
去
最
悪
の
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
依
然
厳

し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
山
形
県
内
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
七
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト
を
含

･

む
、
季
節
調
整
値
）
は
○ 
六
一
倍
と
十
七
ヵ
月
連
続

･

し
て
一 
○
○
倍
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

　

経
済
企
画
庁
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
企
業
に

お
け
る
過
剰
雇
用
は
二
百
二
十
八
万
人
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
先
、
山
形
県
内
に
お
い
て
も
雇
用
調

整
が
本
格
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
山
形
県
内
に
お
い
て
雇
用

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
雇
用
動
向

調
査
」
を
実
施
し
た
。
調
査
は
今
年
八
月
に
県
内
企

業
八
百
社
を
対
象
に
郵
送
で
行
い
、
三
百
五
十
六
社

･

か
ら
回
答
（
回
答
率
四
四 
五
％
）
が
あ
っ
た
。

　

雇
用
調
整
の
背
景

　

雇
用
調
整
の
実
施
状
況
を
み
る
と
、「
過
去
に
実
施

し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
後
も
予
定
し
て
い
る
」
が
二

･七 
八
％
、「
過
去
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今

･

後
そ
の
予
定
は
な
い
」
が
二
一 
○
％
、「
過
去
に
は

実
施
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
今
後
予
定
し
て
い
る
」

･

が
一
六 
二
％
、「
過
去
に
も
実
施
し
た
こ
と
が
な
く
、

･

今
後
も
そ
の
予
定
は
な
い
」
が
三
五 
○
％
と
な
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
過
去
に
雇
用
調
整
実
施
し
た

･

こ
と
が
あ
る
企
業
の
割
合
は
四
八 
八
％
、今
後
雇
用

･

調
整
を
予
定
し
て
い
る
企
業
の
割
合
が
四
四 
○
％

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

雇
用
調
整
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ま
ず
不
況
が
長

期
化
し
期
待
成
長
率
が
低
下
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
バ
ブ
ル
期
に
は
期
待
成
長
率
が
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
企
業
は
積
極
的
に
雇
用
を
拡
大
し
た
が
、
そ
の

後
の
不
況
が
深
刻
な
た
め
、
か
な
り
の
規
模
の
余
剰

人
員
を
抱
え
て
い
る
。
将
来
の
需
要
に
つ
い
て
の
不

確
実
性
が
増
加
し
た
状
況
の
下
で
長
期
雇
用
を
続
け

る
と
、
将
来
の
収
入
が
不
確
実
な
半
面
、
賃
金
や
年

金
基
金
に
伴
う
支
出
が
長
期
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
の
構
成
を
正
規
の
従
業
員

●　

県
内
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
「
雇
用
動
向
調
査
」
結
果
よ
り
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多
く
の
企
業
に
お
い
て
企
業
収
益
が
減
少
を
続
け
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

企
業
に
と
っ
て
は
固
定
費
で
あ
る
人
件
費
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
現
在
の
デ
フ
レ
的
な
状
況
下

で
は
販
売
価
格
が
低
下
し
て
い
る
た
め
に
、
企
業
に
と
っ
て
の
実
質
賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
雇
用
者

の
年
齢
構
成
の
高
齢
化
は
企
業
収
益
の
悪
化
要
因
で
あ
り
、
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た
雇
用
調
整
が
目
立
っ

て
い
る
。
雇
用
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、労
働
生
産
性
に
見
合
っ
た
賃
金
体
系
の
導
入
が
必
要
と
な
り
、

年
功
賃
金
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
労
働
者
の
能
力
や
成
果
に
基
づ
い
た
賃
金
体
系
を
導
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
企
業
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、雇
用
調
整
は
当
該
企
業
に
と
っ
て
は
体
質
改
善
に
つ
な
が
る
一
方
、

経
済
全
体
で
は
雇
用
不
安
を
通
じ
て
個
人
消
費
や
住
宅
投
資
を
深
刻
化
さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

も
存
在
し
て
い
る
。
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か
ら
よ
り
柔
軟
に
調
整
可
能
な
パ
ー
ト
な
ど
へ
シ
フ

ト
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
構
造
に
も
原
因
が
あ
る
。
低
成
長
が

続
く
中
、
団
塊
世
代
が
五
十
歳
前
後
に
達
し
、
年
功

序
列
的
な
賃
金
体
系
の
下
で
、
賃
金
面
、
ポ
ス
ト
面

で
の
処
遇
が
い
よ
い
よ
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も

雇
用
調
整
の
背
景
に
あ
る
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

発
達
は
こ
れ
ま
で
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
が
担
当
し
て

き
た
業
務
の
大
幅
な
改
革
や
合
理
化
を
可
能
に
し
つ

つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
も
雇
用
環
境
を
一
層
深

刻
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

雇
用
調
整
の
理
由

･

と
し
て
、七
九 
二
％
の
企
業
が

「
売
上
・
受
注
減（
見
込
み
も
含
む
）」を
あ
げ
て
い
る
。

　

雇
用
調
整
の
実
施
方
法
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、

･

「
新
規
学
卒
者
の
採
用
削
減
・
中
止
」
が
五
四 
八
％

･

と
最
も
多
く
、
以
下
「
賞
与
の
削
減
」
が
四
六 
六

･

％
、「
中
途
採
用
の
削
減
・
中
止
」
が
三
九 
九
％
、

･

「
残
業
規
制
」が
三
一 
七
％
と
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
正
規
従
業
員
の
希
望
退
職
の
募
集
・
解
雇
」
が
三
○

･  
八
％
、「
臨
時
・
季
節
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

･

再
契
約
の
中
止
・
解
雇
」
が
三
○ 
八
％
「
正
規
従
業

員
か
ら
契
約
社
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
へ
の

･

切
り
替
え
」が
二
一 
六
％
と
な
る
な
ど
従
来
に
比
べ

て
厳
し
い
雇
用
調
整
と
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
の
増
減
状
況

　

正
規
従
業
員
の
増
減
を
み
る
と
、「
過
去
一
年
以

前
〜
過
去
三
年
以
内
」
に
つ
い
て
は
、「
増
加
」
が
二

･
･

四 
九
％
、「
減
少
」
が
三
九 
一
％
、「
横
ば
い
」
が

･

三
六 
○
％
と
な
り
、「
増
加
」と
回
答
し
た
割
合（
％
）

か
ら
「
減
少
」
と
回
答
し
た
割
合
（
％
）
を
引
い
た

･

値
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
一
四 
二
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。「
過
去
一
年
以
内
の
増
減
」
を
み
る

●　

変
わ
り
ゆ
く
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
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（単位：％）�

新規学卒者の採用削減・中止  �

賞与の削減  �

中途採用の削減・中止  �

残業規制  �

臨時・季節、パートタイム労働者の再契約の中止・解雇  �

正規従業員の希望退職の募集・解雇  �

正規従業員から契約社員・パートタイム労働者等への切り替え  �

賃金の削減  �

手当の削減  �

福利厚生費の削減  �

出向・転籍  �

操業時間・日数の短縮  �

その他  �

一時休業（一時帰休）�

③今後３年間の見通し②過去１年以内の増減①過去１年以前～過去３年以内

ＤＩ値不明減少横ばい増加ＤＩ値減少横ばい増加ＤＩ値減少横ばい増加

▲ 12.87.226.253.313.4▲ 22.441.539.419.1▲ 14.239.136.024.9１．正規従業員　

（内部門別）

▲  9.06.925.351.416.3▲ 23.641.440.817.8▲ 13.938.038.024.1現　業　部　門

▲  1.85.315.066.513.2▲  1.115.170.814.0▲  0.415.968.615.5営　業　部　門

▲ 19.23.325.265.46.0▲ 14.323.766.99.4▲ 11.822.966.011.1管理・事務部門

▲  2.46.816.063.613.6▲  2.013.974.311.9▲  1.610.880.09.2企画・開発部門

15.210.316.142.431.36.920.552.127.45.518.856.924.3２．パートタイム等

従業員の増減状況
（単位：％、ポイント）
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･

と
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
二
二 
四
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

こ
こ
一
年
で
さ
ら
に
雇
用
状
況
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
部
門
別
に
み
る
と
、「
現
業
部
門
」
と

「
管
理
・
事
務
部
門
」
で
の
減
少
が
大
き
い
。

　

さ
ら
に
今
後
に
つ
い
て
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
見

通
し
で
あ
る
。「
今
後
三
年
間
の
見
通
し
」
を
Ｄ
Ｉ
値

で
み
る
と
、各
部
門
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
「
管
理
・
事
務
部
門
」
の
減
少
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
増
減
を
Ｄ
Ｉ
値
で
み

る
と
、「
過
去
一
年
以
前
〜
過
去
三
年
以
内
」
が
、
プ

･

ラ
ス
五 
五
ポ
イ
ン
ト
。
さ
ら
に「
過
去
一
年
以
内
の

･

増
減
」
は
プ
ラ
ス
六 
九
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
採
用
が
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

「
今
後
三
年
間
の
見
通
し
」
も
「
正
規
従
業
員
」
の
マ

･

イ
ナ
ス
一
二 
八
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
、「
パ
ー
ト
タ

･

イ
ム
等
」は
プ
ラ
ス
一
五 
二
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
一
段
と
正
社
員
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
へ
の
切

り
替
え
が
進
む
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

賃
金
体
系

　

日
本
型
雇
用
の
特
徴
で
あ
る
年
功
賃
金
は
、
若
年

層
で
低
く
、
生
活
費
が
上
昇
す
る
中
高
年
層
で
高
く

な
る
と
い
う
生
活
給
的
な
色
合
い
の
濃
い
賃
金
体
系

で
あ
る
。
雇
用
者
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
長
期
的
な
帳
尻
合
わ
せ
の
仕
組
み
で
あ
る
が
、
各

時
点
で
横
断
的
に
み
る
と
若
年
層
か
ら
高
齢
層
に
所

得
を
移
転
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
年
功
賃
金

の
基
盤
は
、
労
働
者
人
口
の
順
調
な
増
加
と
、
そ
れ

に
伴
う
経
済
成
長
が
そ
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
雇
用
者
の
年
齢
構
成
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
か
つ
経

済
成
長
に
よ
っ
て
企
業
収
益
が
順
調
に
拡
大
し
て
い

か
な
け
れ
ば
持
続
で
き
な
い
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の

低
成
長
と
少
子
化
に
よ
る
若
年
層
の
減
少
、
高
齢
層

の
増
加
が
続
く
こ
と
で
企
業
内
部
で
の
年
功
的
な
昇

進
・
賃
金
の
仕
組
み
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
言
い
換
え
れ
ば
、

従
来
の
年
功
主
義
の
賃
金
体
系
か
ら
能
力
・
成
果
主

義
の
賃
金
体
系
に
移
行
す
る
こ
と
が
雇
用
維
持
の
た

め
に
は
必
要
と
も
い
え
る
。

　

賃
金
体
系
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
の
賃
金
体
系

･

は
、「
年
功
・
勤
続
年
数
を
重
視
」
が
七 
○
％
、「
ど

ち
ら
か
と
え
ば
年
功
・
勤
続
年
数
を
重
視
」
が
五
七

･  
二
％
と
、
や
や
年
功
色
が
強
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
。「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
能
力
・
実
績
を
重
視
」
は

･
･

二
七 
五
％
、「
能
力
・
実
績
を
重
視
」
は
八 
三
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、今
後
の
賃
金
体
系
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

･

「
能
力
・
実
績
を
重
視
」
が
三
三 
九
％
、「
ど
ち
ら
か

･

と
い
え
ば
能
力
・
実
績
を
重
視
」
が
五
四 
○
％
と
な

る
な
ど
能
力
・
成
果
主
義
を
目
指
す
企
業
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
位
別
に
み
る
と
、「
能

･
力
・
実
績
を
重
視
」
は
、
一
般
職
が
三
四 
八
％
に
対

･
し
て
、管
理
職
に
お
い
て
は
五
○ 
四
％
と
な
っ
て
お

り
、
上
位
職
位
に
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て

も
正
規
従
業
員
同
様
に
実
績
・
成
果
に
基
づ
い
た
賃

金
体
系
の
導
入
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
の
賃
金
体
系
は
能
力
・
成
果
主
義
が
主
流
と

な
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
従
業
員
の
納
得
を
得
ら
れ
る
査
定
方

法
、
働
き
が
い
を
持
て
る
よ
う
な
賃
金
決
定
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。
ま
た
、雇
用
・

所
得
不
安
を
な
く
す
よ
う
な
経
営
安
定
努
力
が
経
営

者
に
は
求
め
ら
れ
る
。

●　

県
内
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
「
雇
用
動
向
調
査
」
結
果
よ
り
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能力・実績を重視どちらかといえば
能力・実績を重視

どちらかといえば　　
年功・勤続年数を重視年功・勤続年数を重視

今後現在今後現在今後現在今後現在

33.98.354.027.511.657.20.47.0１．正規従業員　

（内部門別）

33.06.454.131.612.955.10.06.8現　業　部　門

44.712.448.434.66.847.90.05.1営　業　部　門

33.29.551.025.214.556.21.29.1管理・事務部門

43.312.748.327.17.954.10.66.1企画・開発部門

（職位別）

34.87.555.728.69.155.90.47.9一　　般　　職

50.414.343.336.66.342.40.06.7管　　理　　職

35.115.444.432.915.238.95.312.8２．パートタイム等

賃金体系の考え方
（単位：％）
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労
働
市
場
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

労
働
市
場
の
構
造
に
も
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、中
・

高
年
齢
層
に
対
す
る
有
効
求
人
倍
率
は
、
他
の
年
齢

層
と
比
較
し
て
相
対
的
に
低
い
。
今
後
人
口
の
高
齢

化
に
伴
い
労
働
者
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が

高
ま
る
と
、
年
齢
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
さ
ら
に
高
ま
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

一
方
、
若
年
層
に
お
い
て
は
、
就
業
に
対
す
る
価

値
観
の
多
様
化
が
進
み
、職
業
選
別
意
識
が
高
ま
り
、

終
身
雇
用
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
が
薄
れ
て
い
る
た

め
、
転
職
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

職
種
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
発
生
し
て
い
る
。
管
理
・

事
務
職
の
過
剰
感
が
強
い
の
に
対
し
て
、
専
門
職
の

不
足
感
が
比
較
的
高
い
。
ま
た
、
業
務
の
高
度
化
、

専
門
化
の
進
展
と
と
も
に
専
門
職
や
技
術
職
に
対
す

る
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
需
要
側
に
必
要
な
職

業
能
力
や
技
術
を
持
つ
人
材
に
は
限
り
が
あ
り
、
職

種
間
の
労
働
移
動
も
限
ら
れ
て
い
る
。

　

正
規
従
業
員
の
過
不
足
感
を
年
代
別
に
み
る
と
、

「
二
十
九
歳
以
下
」
と
「
三
十
歳
代
」
で
は
不
足
感
が

あ
る
も
の
の
、「
四
十
歳
代
」、「
五
十
歳
代
」
で
は
過

剰
感
が
強
く
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　

　

ま
た
、
部
門
別
に
み
る
と
、「
企
画
・
開
発
部
門
」、

「
営
業
部
門
」
に
お
い
て
は
、
や
や
不
足
感
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、「
管
理
・
事
務
部
門
」
に
お
い
て
は
過
剰

感
が
み
ら
れ
る
。

　

雇
用
流
動
化
策
へ
の
転
換

　

終
身
雇
用
に
対
す
る
考
え
方
を
み
る
と
、「
今
後
と

も
で
き
る
限
り
終
身
雇
用
は
維
持
し
た
い
」
と
回
答

･

し
た
企
業
の
割
合
は
三
四 
二
％
に
過
ぎ
な
い
。「
景

気
変
動
に
よ
っ
て
は
、
人
員
調
整
も
必
要
で
あ
る
」

･

が
三
二 
五
％
、「
現
実
的
に
終
身
雇
用
の
維
持
は
か

･

な
り
困
難
で
あ
る
」
が
一
一 
四
％
、「
従
来
よ
り
終

･

身
雇
用
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
」が
二
一 
九
％
と

な
る
な
ど
終
身
雇
用
の
維
持
に
つ
い
て
は
悲
観
的
な

考
え
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
採
用
方
針
（
複
数
回
答
）
を
み
て･

も
、「
新
規
学
卒
を
よ
り
重
視
し
て
い
く
」
が
四
二 

二
％
と
一
番
多
い
も
の
の
、「
中
途
採
用
を
増
加
さ
せ

･

る
」
が
二
九 
九
％
、「
他
社
の
優
秀
な
人
材
を
積
極

･

的
に
ス
カ
ウ
ト
す
る
」
が
一
九 
四
％
と
な
る
な
ど
、

他
社
か
ら
即
戦
力
の
人
材
を
採
用
す
る
方
が
効
率
的

と
考
え
る
企
業
も
少
な
く
は
な
い
。

　

雇
用
対
策
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
維
持

策
か
ら
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
成
長
産
業
へ
の
円
滑

な
労
働
移
動
を
促
進
さ
せ
る
雇
用
流
動
化
策
へ
の
転

換
が
必
要
と
考
え
る
。
あ
る
産
業
で
過
剰
と
な
っ
た

雇
用
を
、
新
し
い
成
長
産
業
に
振
り
向
け
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
人
材
と
い
う
経
営
資
源
の
経
済
全
体

と
し
て
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

　

労
働
者
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に

生
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
一
方
、
企
業
に

と
っ
て
も
、
め
ま
ぐ
る
し
く
環
境
が
変
化
す
る
な
か

で
、
円
滑
な
労
働
移
動
の
実
現
に
よ
り
必
要
な
人
材

を
容
易
に
確
保
で
き
る
と
す
れ
ば
魅
力
あ
る
も
の
と

い
え
る
。

　

し
か
し
、
転
職
市
場
は
未
整
備
で
、
企
業
が
雇
用

の
囲
い
を
解
く
ほ
ど
、
短
期
的
に
は
失
業
率
は
高
止

ま
る
懸
念
が
強
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
転
職
に
際
し

て
著
し
く
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
退
職
金
・
年
金

な
ど
に
関
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
、
解
雇
さ

れ
る
人
々
へ
の
教
育
・
訓
練
や
自
己
啓
発
に
対
す
る

補
助
、
失
業
者
に
対
す
る
再
教
育
・
再
就
職
の
支
援

な
ど
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
。

　

一
方
、
構
造
変
化
が
進
む
な
か
で
は
、
企
業
が
労

働
者
に
求
め
る
も
の
も
変
わ
っ
て
く
る
。
労
働
者
と

し
て
も
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
他
社
で
も
通

用
す
る
能
力
を
身
に
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
変

わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
通
用
し
な
く
な
る
こ
と

だ
け
は
間
違
い
な
い
。

●　

変
わ
り
ゆ
く
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
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過　　剰やや過剰適　　当やや不足不　　足

0.01.942.041.015.1 １．29　歳　以　下
年　

代　

別

0.02.552.236.58.8 ２．30　　歳　　代

3.130.758.45.91.9 ３．40　　歳　　代

10.345.842.60.90.3 ４．50　歳　以　上

2.619.253.023.31.9 １．現　業　部　門
部　

門　

別

1.010.862.820.94.4 ２．営　業　部　門

0.317.868.811.51.6 ３．管理・事務部門

0.05.365.324.05.3 ４．企画・開発部門

年代別、部門別過不足感
（単位：％）
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